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一

　
明
治
五
年
十
一
月
十
五
日
制
定
の
国
立
銀
行
条
例
に
よ
っ
て
、
銀
行
資
本
の
六
割
に
当
る
額
に
つ
い
て
金
札
引
換
公
債
証
書
を
資

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
印

本
と
し
て
利
用
す
る
方
法
が
認
め
ら
れ
、
さ
ら
に
明
治
九
年
八
月
一
日
布
告
の
改
正
国
立
銀
行
条
例
に
よ
っ
て
銀
行
資
本
の
ハ
割
を

四
分
以
上
利
付
の
公
債
証
書
を
も
っ
て
構
成
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。
こ
の
二
つ
の
国
立
銀
行
条
例
に
お
い
て
、
同
じ
く
公
債
証

書
を
銀
行
資
本
と
し
て
利
用
し
得
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
公
債
証
書
を
銀
行
資
本
化
す
る
方
式
の
経
済
的
意
味
は
、

両
者
に
お
い
て
著
し
く
性
格
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
公
債
証
書
を
銀
行
資
本
の
構
成
要
素
ご
利
用
す
る
こ
の
方
式
の
相
違

は
、
後
に
述
べ
る
よ
う
な
点
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
し
か
し
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
こ
の
点
を
詳
述
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
の
で
は
な
く
、
明
治
九
年
の
国
立
銀
行
条
例
の
改
正
に
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よ
っ
て
、
公
債
資
産
が
銀
行
券
造
出
の
基
礎
と
な
り
得
る
方
式
が
制
定
さ
れ
た
結
果
、
そ
れ
に
示
唆
を
う
け
て
公
債
以
外
の
資
産
、

特
に
自
然
経
済
に
お
け
る
資
産
形
態
と
し
て
最
も
固
定
的
根
源
的
な
も
の
と
見
倣
さ
れ
た
土
地
を
流
通
手
段
に
転
化
す
る
方
式
が
企

画
さ
れ
る
に
至
っ
た
歴
史
的
過
程
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
明
治
五
年
の
国
立
銀
行
条
例
に
規
定
さ
れ
た
金
札
引
換
公
債
証
書
の
銀
行
資
本
化
の
方
法
は
、
政
府
発
行
の
金
札
あ
る
い
は
新
紙

幣
を
公
債
に
替
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
政
府
紙
幣
を
政
府
に
還
流
せ
し
め
、
そ
の
還
流
政
府
紙
幣
と
同
額
の
銀
行
券
を
発

行
せ
し
め
る
こ
と
を
企
図
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
正
貨
に
対
し
て
価
値
の
低
下
を
現
わ
し
つ
つ
あ
っ
た
政
府
紙
幣
を
回

収
す
る
と
と
も
に
、
正
貨
兌
換
準
備
に
よ
っ
て
安
定
し
た
価
値
を
も
つ
銀
行
券
を
流
通
せ
し
め
る
手
段
と
し
て
、
金
札
引
換
公
債
証

書
が
銀
行
資
本
の
構
成
要
素
に
指
定
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
金
札
引
換
公
債
証
書
は
応
募
公
債
で
あ
り
、
こ
れ

に
よ
っ
て
国
立
銀
行
を
設
立
す
る
こ
と
は
、
貨
幣
資
本
の
蓄
積
が
前
提
条
件
と
し
て
要
求
さ
れ
、
商
人
資
本
あ
る
い
は
地
主
資
本
の

結
合
を
必
要
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
明
治
光
年
の
改
正
国
立
銀
行
条
例
に
お
い
て
は
、
銀
行
資
本
構
成
に
利
用
し
得
る
公
債
証
書
と
し
て
、
金
札
引

換
公
債
証
書
に
限
ら
ず
、
新
公
債
、
秩
祿
公
債
お
よ
び
将
来
政
府
よ
り
発
行
さ
れ
る
べ
き
四
分
以
上
利
付
の
公
債
証
書
が
指
定
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
最
後
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
公
債
の
銀
行
資
本
化
に
重
点
が
お
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
国
立
銀
行
の
資
本
内
容
が
こ
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
る
に
至
っ
た
理
由
は
、
金
融
機
関
の
発
展
に
よ
る
資
金
供
給
能
力
の
拡
大
を
は

か
る
こ
と
に
あ
る
が
、
そ
れ
と
と
も
に
こ
の
改
正
に
つ
い
て
さ
ら
に
重
要
な
意
義
を
も
っ
て
い
た
も
の
は
、
家
祿
処
分
の
結
果
明
治
光

年
八
月
五
目
制
定
の
金
祿
公
債
証
書
宛
行
条
例
に
よ
り
、
華
士
族
に
交
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
金
祿
公
債
を
銀
行
資
本
と
し
て
運

用
す
る
途
を
開
き
、
華
士
族
の
経
済
生
活
を
保
障
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
明
治
光
年
改
正
国
立
銀
行
条
例
の
骨
子
は
、
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む
し
ろ
政
府
に
よ
っ
て
華
士
族
に
附
与
さ
れ
た
公
僕
資
産
を
銀
行
券
発
行
の
基
礎
と
し
て
運
用
せ
し
め
、
し
か
も
こ
の
銀
行
券
発
行

に
つ
い
て
は
正
貨
兌
換
準
備
を
必
要
と
せ
ず
、
銀
行
券
発
行
高
の
四
分
の
一
に
当
る
政
府
紙
幣
を
準
備
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
金
祿

公
債
を
貸
付
資
本
に
転
化
し
得
る
方
法
を
造
成
し
た
点
に
あ
る
。
こ
の
国
立
銀
行
条
例
の
改
正
に
よ
っ
て
、
国
家
の
信
用
に
も
と
づ

い
て
発
行
交
付
さ
れ
た
金
祿
公
債
は
、
国
立
銀
行
を
設
立
す
る
過
程
に
お
い
て
流
動
性
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
政
府
よ
り
華
士
族
に
対
し
て
交
付
さ
れ
た
公
債
証
書
が
、
銀
行
券
に
変
形
し
流
動
化
し
得
る
経
路
が
、
国
立
銀
行
制

度
の
改
正
に
よ
っ
て
開
か
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
が
、
国
富
の
最
も
根
源
的
形
態
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
土
地
を
証
券
化
し
た
地

券
を
も
、
ま
た
公
債
証
書
と
同
じ
く
銀
行
資
本
化
の
方
法
を
利
用
し
て
、
流
通
手
段
造
出
の
源
泉
と
な
し
得
る
こ
と
を
、
地
券
所
有

者
に
示
唆
す
る
に
至
る
の
は
、
自
然
経
済
社
会
よ
り
近
代
経
済
社
会
へ
の
変
革
準
備
期
に
お
け
る
当
然
の
論
理
的
推
移
で
あ
ろ
う
。

　
明
治
元
年
十
二
月
の
布
告
に
よ
っ
て
、
村
々
の
土
地
は
百
姓
持
の
土
地
で
あ
る
べ
き
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
次
い
で
明
治
五
年
二

月
、
田
畑
永
代
売
買
禁
止
が
解
か
れ
、
土
地
売
買
譲
渡
の
際
地
券
を
交
付
す
る
こ
と
が
「
地
券
渡
方
規
則
」
に
よ
っ
て
公
布
さ
れ

て
、
土
地
所
有
権
は
地
券
の
形
式
を
も
っ
て
証
券
化
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
こ
の
地
主
農
民
の
資
産
を
表
象
す
る
地
券
を
、
華
士
族
所

有
の
家
禄
を
証
券
化
し
た
金
祿
公
債
と
同
じ
く
、
銀
行
資
本
と
し
て
運
用
し
よ
う
と
す
る
計
画
が
地
券
銀
行
設
立
申
請
の
形
態
を
と

っ
て
現
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
十
七
世
紀
末
英
国
に
お
い
て
土
地
銀
行
企
画
が
現
わ
れ
た
よ
う
に
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
経

済
組
織
の
近
代
化
過
程
の
準
備
期
に
、
自
然
経
済
に
と
っ
て
基
本
的
資
産
で
あ
っ
た
土
地
を
金
銀
と
は
別
個
の
、
流
通
手
段
の
本
源

的
素
材
と
す
る
貨
幣
観
念
に
も
と
づ
い
て
、
資
金
供
給
を
豊
富
に
し
経
済
進
歩
を
促
進
し
よ
う
と
す
る
金
融
政
策
が
計
画
さ
れ
て
い

た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
経
済
史
的
事
実
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
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二

以
上
述
べ
た
よ
う
に
明
治
光
年
八
月
一
日
の
国
立
銀
行
条
例
の
改
正
と
、
同
八
月
五
日
の
金
祿
公
債
証
書
条
例
の
公
布
に
よ
っ
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て
、
国
立
銀
行
設
立
は
有
利
な
投
資
誘
因
と
な
る
と
と
も
に
、
秩
祿
公
債
、
新
公
債
の
他
に
一
堂
七
千
三
百
万
円
に
達
す
る
金
祿
公

債
も
近
く
銀
行
券
に
転
化
し
得
る
こ
と
と
な
り
、
銀
行
資
本
の
源
泉
は
い
ち
じ
る
し
く
増
大
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
経
済
的
条
件
に
刺
戟
さ
れ
て
、
明
治
十
年
末
に
は
国
立
銀
行
の
創
立
を
請
願
す
る
も
の
ほ
と
ん
ど
七
十
に
達
し
、
創
立
許
可
を
得

た
も
の
三
十
四
行
、
し
か
も
「
各
地
方
二
於
テ
尚
ホ
創
立
ヲ
謀
ル
モ
ノ
其
数
ヲ
知
ラ
ス
」
と
い
う
状
況
を
現
出
す
る
に
至
っ
た
。

　
こ
の
銀
行
設
立
ブ
ー
ム
は
封
建
社
会
よ
り
の
離
脱
期
に
お
け
る
民
間
企
業
意
欲
勃
興
の
一
端
と
し
て
現
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

こ
の
情
勢
に
沿
っ
て
「
各
地
二
国
立
銀
行
ニ
モ
ア
ラ
ス
私
立
銀
行
ニ
モ
ア
ラ
サ
ル
ー
種
特
別
ノ
銀
行
ヲ
創
立
セ
ソ
ト
ス
ル
モ
ノ
サ
ヘ

ア
ル
ニ
至
リ
タ
リ
」
と
「
明
治
財
政
史
」
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
銀
行
計
画
が
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
一
種
特
別
の
銀
行

と
呼
ば
れ
る
も
の
の
う
ち
、
地
券
に
よ
っ
て
銀
行
を
設
立
し
、
銀
行
券
を
発
行
す
る
こ
と
を
企
図
し
て
、
「
十
年
三
月
大
阪
府
平
民

岡
伝
平
ョ
リ
出
願
シ
テ
許
サ
レ
サ
リ
シ
自
由
為
替
座
ト
称
ス
ル
モ
石
」
が
主
な
る
も
の
の
Ｉ
つ
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
自
由
為
替

座
と
い
わ
れ
る
地
券
銀
行
が
、
ど
の
よ
う
な
構
想
を
も
っ
て
設
立
申
請
が
な
さ
れ
て
い
る
か
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
「
明
治
財
政
史
」

に
自
由
為
替
座
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
の
内
容
は
、
大
隈
文
書
中
の
明
倍
大
年
九
月
二
十
一
目
竹
岡
伝
平
、
坂
田
ハ
郎
連
名
の
自
由

銀
行
設
立
に
関
す
る
「
建
言
Ｌ
お
よ
び
、
「
自
由
銀
行
規
条
大
略
Ｌ
に
よ
っ
て
詳
細
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
自
由
銀
行
設
立
に
関
す
る
「
建
言
」
に
よ
る
と
、
国
家
の
富
強
を
実
現
す
る
方
策
は
「
貨
幣
ノ
運
転
ヲ
自
由
ト
シ
人
民
ノ
融
通
ヲ

　
㈲開
ク
Ｌ
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
場
合
貨
幣
供
給
量
増
大
の
根
源
と
な
る
も
の
は
地
価
証
券
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
地
価
証
券
は

　
「
政
府
二
於
テ
ハ
普
通
ノ
証
券
ト
斉
シ
ク
之
ヲ
人
民
二
与
フ
レ
ト
モ
人
民
二
於
テ
ハ
唯
是
レ
家
産
ノ
什
宝
而
己
Ｌ
で
あ
っ
て
、
こ
の

地
券
を
担
保
と
し
て
資
金
を
獲
得
す
る
こ
と
は
甚
し
く
困
難
で
あ
り
、
融
資
を
受
け
る
に
当
っ
て
も
き
わ
め
て
高
率
の
利
子
を
要
求

さ
れ
る
状
態
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
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「
現
今
ノ
急
務
ハ
地
券
ヲ
以
テ
金
ヲ
債
シ
債
ス
所
ノ
金
ヲ
以
テ
民
業
ヲ
開
ク
ニ
ア
リ
、
然
レ
ト
モ
全
国
人
民
ノ
所
有
ス
ル
地
価
証

　
券
二
適
ス
ル
巨
万
ノ
金
額
ヲ
傭
ヘ
ス
ソ
ハ
之
ヲ
施
行
ス
ル
コ
ト
能
ハ
ス
、
故
二
自
由
為
替
ノ
道
ヲ
開
キ
之
ヲ
皇
国
一
致
自
由
銀
行

　
ト
号
シ
匹
皿
作
四
匹
Ｊ
Ｊ
人
民
自
守
ス
ル
地
券
ヲ
政
府
二
出
シ
、
其
高
比
較
ノ
為
換
券
ヲ
発
シ
、
人
民
ヲ
シ
テ
断
然
貨
幣
ノ
融
通

　
ヲ
ナ
サ
シ
ム
ル
ニ
ア
リ
」

と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
地
券
ハ
天
下
ノ
証
券
、
人
民
ノ
什
宝
安
ン
ソ
之
ヲ
シ
テ
資
本
ノ
貨
幣
二
傭
ヘ
サ
ル
コ
ト
ヲ

得
ソ
や
Ｌ
と
い
う
観
念
に
も
と
づ
い
て
、
地
券
を
紙
幣
造
出
の
基
礎
と
す
る
金
融
機
関
を
設
立
し
よ
う
と
す
る
企
画
を
建
言
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
自
由
銀
行
の
機
構
は
「
自
由
銀
行
規
条
大
略
Ｌ
に
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

　
　
「
自
由
銀
行
ハ
人
民
所
有
ス
ル
ノ
地
価
証
券
ヲ
抵
当
ト
シ
テ
コ
レ
ヲ
其
管
轄
地
方
官
庁
二
預
ケ
、
及
ヒ
其
高
四
分
一
ノ
現
貨
を
大

　
蔵
省
へ
預
ケ
、
紙
幣
寮
ョ
リ
自
由
為
換
券
駄
作
傭
群
％
勁
晟
淳
マ
受
取
コ
レ
ヲ
発
行
シ
、
以
テ
其
業
ヲ
営
ム

　
東
京
府
下
ニ
ヲ
ヒ
テ
全
権
ノ
銀
行
本
店
ヲ
開
キ
、
各
府
県
下
ニ
ヲ
ヒ
テ
同
盟
ノ
支
店
ヲ
設
ケ
、
地
券
ヲ
出
セ
シ
モ
ノ
ニ
貸
与
ノ
法

　
方
ツ
開
ク
、
’
レ
フ
日
本
全
国
人
民
代
理
会
合
ノ
自
由
銀
行
ト
号
烈
」

と
、
自
由
銀
行
の
性
格
は
、
個
″
の
地
券
所
有
者
に
代
っ
て
、
地
券
を
流
動
化
す
る
業
務
を
総
轄
的
に
行
う
点
に
あ
る
こ
と
を
述

べ
、
そ
れ
を
必
要
と
す
る
理
由
は
第
一
条
に
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　
　
「
自
由
為
換
券
ヲ
出
ス
ニ
各
民
各
種
ヲ
以
テ
所
有
ノ
地
券
ヲ
政
府
二
出
シ
、
之
二
適
ス
ル
為
換
券
ヲ
自
由
二
発
行
ス
ル
ト
キ
ハ
忽

　
然
交
換
ノ
道
ヲ
失
フ
而
己
ナ
ラ
ス
、
唯
々
私
便
ノ
証
券
ト
斉
ク
普
通
ヲ
得
ス
シ
テ
却
テ
害
ヲ
醸
ス
弊
ナ
キ
ュ
シ
モ
ア
ラ
ス
、
放
ニ

　
コ
レ
ヲ
総
轄
ス
ル
全
権
ノ
銀
行
本
店
ヲ
府
下
二
設
ケ
合
併
支
店
ヲ
県
下
二
建
ソ
コ
ト
ヲ
要
か
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資
本
金
構
成
と
銀
行
券
発
行
に
つ
い
て
は
第
四
条
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
構
想
に
よ
る
と
、
全
国
の
行
政
区
劃
三

府
五
十
県
と
し
て
、
各
府
県
毎
に
銀
行
券
発
行
高
を
百
万
円
と
す
る
こ
と
、
そ
の
四
分
の
一
に
当
る
二
十
五
万
円
は
別
に
現
貨
を
も

っ
て
地
方
官
庁
を
経
由
し
て
大
蔵
省
に
預
託
し
、
銀
行
券
発
行
の
資
本
金
と
す
る
こ
と
、
銀
行
発
行
最
高
額
百
万
円
に
対
応
す
る
地

券
百
万
円
は
地
方
官
庁
に
保
管
し
て
、
そ
の
預
り
証
を
大
蔵
省
に
提
出
す
る
こ
と
、
し
た
が
っ
て
、
各
府
県
毎
に
地
券
百
万
円
現
貨

二
十
五
万
円
合
計
百
二
十
五
万
円
を
資
本
金
と
し
、
そ
れ
を
基
礎
に
し
て
銀
行
券
百
万
円
を
発
行
す
る
巨
大
な
資
金
供
給
方
式
が
計

画
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
よ
る
と
、
発
行
銀
行
券
に
対
し
四
分
の
一
の
兌
換
準
備
金
を
用
意
す
る
企
画
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
想
像
で
き
る
の
で
あ

る
が
、
こ
の
銀
行
券
発
行
額
の
四
分
の
一
に
当
る
現
貨
の
内
容
は
、
第
六
条
に
説
明
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
「
貨
幣
及
ヒ
公

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
�

債
証
書
其
丙
種
二
限
ル
ヘ
シ
尤
公
債
証
書
八
時
ノ
相
場
ヲ
以
テ
論
ス
」
と
あ
り
、
兌
換
準
備
に
正
貨
を
規
定
し
て
い
る
の
で
は
な
い

こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
自
由
銀
行
の
銀
行
券
発
行
制
度
と
し
て
は
、
明
治
光
年
の
改
正
国
立
銀
行
条
例
と
同

じ
く
証
券
預
託
制
度
を
基
底
と
し
て
、
そ
れ
に
通
貨
兌
換
す
な
わ
ち
正
貨
な
ら
び
に
政
府
紙
幣
い
ず
れ
も
兌
換
準
備
と
す
る
こ
と
の

で
き
る
制
度
を
附
帯
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
発
行
さ
れ
る
銀
行
券
す
な
わ
ち
自
由
為
換
券
は
通
用
期
間
十
三
ヶ
年
に
限
定
し
、
満
期
に
至
っ
て
通
貨
と
交
換

す
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
自
由
為
換
券
は
、
地
券
提
出
者
の
う
ち
融
資
を
希
望
す
る
者
に
貸
与
さ
れ
る
の
で
あ
る

が
、
そ
の
貸
付
の
方
法
は
、

　
　
「
地
所
実
価
壱
千
円
ナ
レ
ハ
其
高
七
分
若
ク
ハ
八
分
ノ
見
積
ヲ
以
テ
コ
レ
ヲ
貸
シ
、
貸
ス
所
ノ
十
分
ノ
ー
ヲ
以
テ
地
所
破
損
ノ
預

　
備
金
ト
シ
テ
銀
行
へ
引
取
、
残
金
ヲ
以
テ
月
金
百
円
二
行
金
壱
円
弐
拾
銭
ノ
利
全
面
己
ヲ
六
ヶ
月
毎
二
受
取
、
十
三
ヶ
年
ノ
期
ニ

-７-



　
至
り
元
金
ノ
償
却
ヲ
論
セ
ス
抵
当
ノ
地
券
ヲ
返
シ
全
民
慎
二
富
有
ニ
ナ
サ
シ
メ
ソ
コ
ト
ヲ
要
か

と
第
四
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
地
券
提
出
者
は
融
資
金
に
対
し
年
一
四
・
四
％
に
当
る
金
額
を
十
三
ヶ
年
間
返
済
す
る
方

法
に
よ
っ
て
、
土
地
を
資
金
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
貨
幣
拠
出
者
も
拠
出
額
の
ハ
割
に
当
る
融
資
を
受
け
る
こ

と
が
可
能
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
商
品
流
通
の
機
構
を
拡
大
す
る
た
め
に
助
成
銀
行
の
制
度
を
自
由
銀
行
に
並
設
し
て
、
荷
為
替
金
融
の
方
式
を
遂
行
せ
し

め
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
七
条
に
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
「
自
由
為
換
券
ヲ
以
テ
諸
般
ノ
税
金
ヲ
上
納
ス
ル
ト
キ
ハ
其
為
換
券
ヲ
自
由
銀
行
二
受
取
リ
、
而
シ
テ
銀
行
ョ
リ
貨
幣
ヲ
上
納
ス

　
ル
ニ
助
成
銀
行
取
扱
ノ
法
方
ヲ
設
ケ
、
物
産
運
転
ノ
為
換
ヲ
ナ
ス
ニ
自
由
為
換
券
ヲ
以
テ
ス
、
然
ル
ト
キ
ハ
物
産
ノ
代
価
必
ス
貨

　
幣
二
化
ス
、
其
化
シ
タ
ル
貨
幣
ヲ
以
テ
銀
行
ョ
リ
大
蔵
省
工
上
納
ス
レ
ハ
聊
カ
差
閃
ア
ル
コ
ト
ナ
シ
、
然
レ
ト
モ
銀
行
ニ
ヲ
ヒ
テ

　
元
来
物
産
ノ
取
扱
ヒ
或
ハ
商
法
二
関
ス
ル
事
務
ハ
コ
レ
ヲ
禁
ス
ル
ト
雖
ト
モ
、
其
物
産
ノ
為
換
取
扱
ヒ
若
ク
ハ
其
物
産
ヲ
シ
テ
売

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
叫

　
却
ナ
ス
ト
ノ
権
利
ハ
銀
行
役
員
並
二
助
成
銀
行
役
員
立
会
ノ
上
其
事
務
ヲ
取
扱
フ
ヘ
キ
コ
ト
ヲ
要
ス
Ｌ

　
右
の
条
項
に
お
い
て
は
助
成
銀
行
の
組
織
は
十
分
に
説
明
さ
れ
て
い
な
い
が
、
同
条
の
但
書
に
「
助
成
銀
行
ヲ
各
府
県
下
二
設
ル

ハ
其
土
地
二
応
シ
テ
五
ケ
所
或
八
六
ヶ
所
ノ
組
合
商
社
ヲ
開
ら
Ｌ
と
あ
り
、
里
村
寂
の
「
自
由
銀
行
略
解
Ｌ
に
は
「
助
成
銀
行
ハ
旧

来
問
屋
ノ
類
ナ
‰
Ｌ
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
助
成
銀
行
に
よ
っ
て
各
地
為
替
お
よ
び
全
国
の
物
産
為
替
を
行
わ
し
め
る
も
の
で
あ
る

と
し
て
、
そ
の
業
務
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
「
助
成
銀
行
為
替
座
ノ
業
タ
ル
ヤ
自
由
銀
行
ョ
リ
貨
附
タ
リ
為
替
券
ノ
利
金
ヲ
人
民
ョ
リ
受
ケ
取
り
年
々
銀
行
二
納
メ
、
而
テ
其

　
納
ム
ル
金
ヲ
又
助
成
銀
行
二
借
り
受
ケ
其
土
地
人
民
ノ
融
通
ヲ
ナ
サ
シ
ム
、
故
二
農
工
商
各
々
其
職
業
ヲ
以
テ
区
別
ヲ
為
シ
組
合
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自
由
銀
行
設
立
計
画
に
お
い
て
、
土
地
を
銀
行
券
発
行
の
根
拠
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
理
由
と
し
て
、
土
地
が
金
銀
等
の
貴
金

属
に
比
較
し
て
さ
ら
に
根
本
的
に
安
定
性
を
保
有
す
る
紙
幣
発
行
の
基
礎
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
貨
幣
観
念
を
明
示
し
て
い
る
と
こ

ろ
は
な
い
が
、
土
地
権
利
者
の
利
益
を
伸
張
す
る
た
め
に
地
券
保
有
者
に
土
地
資
産
の
流
動
化
の
便
益
を
享
受
せ
し
め
、
通
貨
供
給

量
を
増
大
せ
し
め
よ
う
と
す
る
点
に
あ
る
こ
と
が
表
明
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
点
に
お
い
て
は
十
七
世
紀
末
英
国
に
現
わ
れ
た
土
地
銀

行
計
画
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
自
由
銀
行
設
立
の
発
想
は
国
立
銀
行
条
例
の
改
正
に
縁

由
し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
、
そ
の
銀
行
券
発
行
制
度
は
国
立
銀
行
の
そ
れ
を
模
倣
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
も
の
、
す
な
わ
ち
土
地

と
通
貨
の
混
合
出
資
に
よ
る
証
券
預
託
制
度
・
通
貨
交
換
制
度
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
発
行
す
る
自
由
為
替
券
の

流
通
範
囲
は
一
府
一
県
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
各
府
県
間
の
流
通
の
た
め
に
は
紙
幣
の
交
換
を
行
わ
ね
ば
な
ら
な
い
不
便
な
も
の
で

あ
っ
た
。
ま
た
自
由
銀
行
自
体
銀
行
事
務
を
営
む
も
の
で
は
な
く
、
単
に
地
券
所
有
者
の
代
理
機
関
と
な
っ
て
政
府
よ
り
紙
幣
供
給

を
受
け
る
た
め
の
結
社
組
織
に
す
ぎ
ず
、
銀
行
業
務
を
遂
行
す
る
た
め
に
は
別
に
助
成
銀
行
の
並
設
を
必
要
と
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。

　
こ
の
よ
う
に
精
緻
さ
を
欠
く
計
画
が
、
国
立
銀
行
制
度
の
発
展
を
士
族
授
産
の
一
つ
の
方
策
と
し
て
推
進
し
つ
つ
あ
っ
た
明
治
政

府
に
対
し
て
申
請
さ
れ
た
こ
と
は
、
そ
の
計
画
の
実
現
可
能
性
を
薄
弱
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
紙
幣
頭
得

能
良
介
は
、
自
由
銀
行
設
立
建
言
言
に
下
級
を
附
し
て
、
次
の
よ
う
に
反
対
の
意
見
を
述
べ
て
い
る
。

　
　
「
上
文
陳
述
ス
ル
処
ノ
件
々
敢
テ
無
謂
義
ニ
ハ
無
之
ト
雖
ト
モ
、
之
ヲ
要
ス
ル
ニ
其
方
法
タ
ル
人
民
所
有
ノ
地
券
ヲ
以
テ
之
ヲ
政

　
府
二
収
メ
而
シ
テ
之
ヲ
民
間
二
貨
附
シ
、
其
利
益
ヲ
以
テ
鉄
道
電
信
瓦
斯
燈
及
ヒ
其
他
ノ
事
業
ヲ
興
シ
、
其
貸
附
ノ
元
金
八
十
三

　
ヶ
年
ヲ
ー
期
ト
定
メ
毎
月
六
ヶ
月
二
利
金
ヲ
受
取
、
期
年
二
至
レ
ハ
其
利
益
殆
ン
ト
元
金
二
倍
ス
、
故
二
其
元
金
ノ
返
弁
ヲ
要
セ
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ス
シ
テ
自
カ
ラ
其
抵
当
ヲ
返
戻
ス
ル
ノ
目
的
ナ
リ
、
然
リ
ト
誰
ト
モ
世
間
究
民
ノ
多
キ
或
ハ
資
本
ヲ
借
リ
テ
其
利
ヲ
払
ハ
サ
ル
モ

　
ノ
ナ
キ
ヲ
保
セ
ス
、
果
シ
テ
然
ラ
ハ
則
滞
貸
金
頻
々
相
生
ス
ル
ノ
ミ
、
其
地
券
ハ
終
ニ
流
物
ト
ナ
リ
他
日
之
ヲ
糶
売
セ
ン
ト
欲
ス

　
ル
モ
其
割
引
ノ
如
キ
モ
ノ
顆
多
ニ
シ
テ
終
ニ
其
損
益
相
償
ハ
サ
ル
ニ
至
ラ
ン
、
然
ル
ト
キ
ハ
仮
令
ヒ
数
子
万
円
ノ
地
券
ヲ
政
府
ノ

　
手
ニ
存
在
ス
ル
モ
其
発
行
シ
タ
ル
為
換
券
ハ
到
底
政
府
ノ
公
債
タ
ル
ヲ
免
カ
レ
ス
、
然
ラ
ハ
即
チ
政
府
ノ
損
耗
モ
亦
量
ル
ヘ
カ
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帥

　
サ
ル
ナ
リ
、
且
之
ヲ
海
外
諸
州
ニ
徴
ス
ル
ニ
蓋
シ
其
覆
轍
モ
亦
少
々
ナ
ラ
ス
因
テ
今
茲
ニ
所
見
ヲ
陳
述
ス
」

　
こ
の
意
見
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
当
時
既
に
西
欧
に
お
け
る
土
地
銀
行
の
失
敗
の
事
歴
が
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
知
ら
れ
て
お

り
、
土
地
銀
行
設
立
反
対
の
論
拠
に
と
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
点
で
あ
ろ
う
。

　
自
由
銀
行
設
立
の
建
言
と
ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し
て
、
明
治
十
年
八
月
、
松
平
容
保
に
よ
っ
て
「
地
券
為
替
座
」
設
立
願
書
が
大
蔵

卿
大
隈
重
信
に
提
出
さ
れ
た
こ
と
が
、
「
明
治
財
政
史
」
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
願
書
に
よ
る
と
「
近
来
国
立
銀
行
連
続
相
増
シ
貨
財
ノ
流
融
ヲ
開
ケ
リ
、
然
レ
ト
モ
之
ヲ
国
札
通
用
ノ
昔
日
ニ
比
較
ス
ル
ト

キ
ハ
其
額
僅
ニ
二
十
分
ノ
一
ニ
至
ラ
ス
、
加
フ
ル
ニ
両
換
手
形
廃
止
以
来
融
通
ノ
路
益
々
塞
ル
ヲ
以
テ
産
物
輸
送
貢
米
銀
納
等
ノ
需

　
　
　
　
　
　
　
　
　
帥

要
ニ
供
ス
ル
ニ
足
ラ
ス
」
と
、
維
新
以
後
の
流
通
経
済
の
沈
滞
の
原
因
は
資
金
不
足
に
あ
る
と
主
張
し
、
商
品
流
通
の
梗
塞
を
開

き
、
民
業
の
発
展
拡
大
を
推
進
す
る
た
め
に
地
券
担
保
に
よ
る
資
金
供
給
機
関
を
設
立
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
説
い
て
い
る
の
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、

　
　
「
泰
西
各
国
ニ
於
テ
施
行
セ
ル
土
地
書
入
証
券
発
売
銀
行
ノ
方
法
ニ
準
拠
シ
、
地
券
為
替
座
ノ
業
ヲ
創
起
ス
ル
ヲ
尤
良
法
ト
奉
存

　
侯
、
因
テ
ハ
一
種
特
別
ノ
方
法
ヲ
以
テ
人
民
所
有
ノ
土
地
ヲ
書
入
、
其
地
券
抵
当
貸
金
証
書
及
ヒ
資
本
金
ヲ
政
府
ニ
面
へ
、
而
シ

　
テ
十
三
箇
年
通
用
ノ
証
券
ヲ
発
行
シ
年
割
償
還
ノ
法
ヲ
設
ケ
人
民
ニ
貸
与
シ
民
業
ヲ
シ
テ
拡
張
ナ
ラ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
目
的
ト
仕
、
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帥

　
地
券
為
替
座
ノ
業
ヲ
創
起
仕
侯
ハ
ハ
有
益
無
害
ノ
儀
ト
奉
存
侯
」

と
地
券
銀
行
の
設
立
を
申
請
し
た
の
で
あ
る
が
、
政
府
は
自
由
銀
行
と
同
様
の
性
質
の
も
の
と
認
め
て
、
こ
れ
を
許
可
す
る
に
至
ら

な
か
っ
た
。

　
さ
ら
に
「
明
治
財
政
史
」
は
、
明
治
十
年
十
月
、
東
京
府
寄
留
の
福
岡
県
士
族
吉
村
高
作
他
五
名
が
地
券
預
託
制
度
に
よ
る
発
券
銀

行
の
設
立
を
出
願
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
そ
の
願
書
の
趣
旨
は
、
地
券
百
万
円
を
集
合
し
て
政
府
に
預
託
し
、
そ
れ
と
同
額
の

銀
行
券
を
発
行
す
る
権
限
を
得
る
こ
と
、
そ
の
銀
行
券
を
地
券
抵
当
の
貸
付
資
金
と
し
、
毎
年
十
三
万
円
ず
つ
を
返
納
せ
し
め
る
こ

と
、
そ
し
て
十
三
万
円
の
内
七
万
五
千
円
は
元
金
返
納
分
で
あ
り
、
五
万
三
千
円
は
銀
行
運
営
費
支
払
準
備
金
の
利
子
に
充
当
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
如

残
余
分
を
も
っ
て
、
金
穀
蓄
積
、
貧
民
救
済
、
政
府
貸
上
等
に
利
用
す
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
地
券
銀
行

設
立
案
も
実
現
す
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

　
こ
の
他
、
大
隈
文
書
の
中
に
、
明
治
十
年
十
一
月
、
京
都
士
族
川
口
常
吉
お
よ
び
川
口
港
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た
「
地
券
銀
行
設

立
建
言
書
」
が
見
出
さ
れ
る
。

　
こ
の
建
言
書
の
内
容
は
、
金
融
の
便
益
を
増
大
す
る
た
め
に
地
券
銀
行
設
立
の
必
要
を
主
張
し
、
そ
の
利
益
を
も
っ
て
軍
事
費
公

益
事
業
費
の
巨
額
に
上
る
も
の
を
支
弁
す
る
こ
と
を
説
く
の
み
で
あ
っ
て
、
そ
の
銀
行
の
機
構
、
営
業
方
法
等
に
は
言
及
す
る
と
こ

ろ
が
な
い
。
し
た
が
っ
て
き
わ
め
て
誇
大
粗
放
な
建
言
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
成
功
の
可
能
性
は
ほ
と
ん
ど

期
待
す
る
こ
と
の
困
難
で
あ
る
こ
と
を
思
わ
し
め
る
条
項
を
列
挙
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
そ
の
建
言
は
次
の
通
り
で
あ

る
。

　
　
「
今
日
会
計
二
至
り
或
ハ
不
平
ヲ
称
ス
ル
者
無
シ
ト
セ
ス
、
他
ナ
シ
或
ハ
此
二
有
ス
ル
財
ア
ル
モ
彼
二
及
ボ
ス
能
ハ
ス
、
或
ハ
他
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ニ
之
ヲ
貸
ジ
ト
欲
ス
ル
モ
然
ル
ベ
キ
抵
当
ナ
ク
、
故
二
容
易
ク
之
ヲ
安
ソ
シ
テ
貸
ス
ノ
地
二
至
ラ
ス
遂
二
Ｉ
般
不
融
通
ト
ナ
ル
、

　
是
ヲ
以
テ
歎
ス
ル
ノ
余
り
三
四
名
ト
共
二
謀
り
地
券
銀
行
ノ
名
義
ヲ
設
ケ
五
十
年
ヲ
期
シ
以
テ
上
ノ
許
可
ヲ
蒙
リ
、
予
メ
弐
億
万

　
円
ノ
地
券
金
額
ヲ
大
蔵
省
二
億
へ
置
、
其
金
額
ノ
紙
幣
ヲ
新
二
製
造
シ
御
下
ケ
渡
シ
ニ
成
シ
玉
ハ
ハ
、
地
券
抵
当
ト
シ
速
二
内
国

　
一
般
二
貸
附
ケ
且
ツ
海
岸
ノ
地
ヲ
除
キ
内
国
一
般
通
用
為
サ
シ
メ
ハ
愛
国
ノ
ー
端
ト
モ
ナ
ラ
ソ
％
」

　
地
券
を
基
礎
に
し
て
二
億
円
に
上
る
巨
額
の
銀
行
券
を
発
行
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
銀
行
券
貸
付
に
よ
る
利
益
を
も
っ
て
地
券
銀

行
は
西
南
戦
役
処
理
費
の
他
一
般
の
陸
海
軍
費
お
よ
び
広
範
囲
に
わ
た
る
公
益
事
業
費
を
も
支
弁
し
よ
う
と
す
る
膨
大
な
計
画
を
提

示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
政
府
資
金
の
補
充
を
地
券
銀
行
の
目
的
に
か
か
げ
て
い
る
こ
と
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
土
地
銀
行
計
画
の
う
ち
に

も
王
室
へ
の
資
金
貸
上
を
目
的
と
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
の
と
類
似
し
て
い
る
が
、
こ
の
地
券
銀
行
計
画
者
が
イ
ギ
リ
ス
の
土
地
銀

行
に
つ
い
て
知
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
か
否
か
を
確
認
す
る
手
段
は
得
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
明
治
光
年
よ
り
華
族
銀
行
（
後
に
第
十
五

国
立
銀
行
と
し
て
開
業
）
の
設
立
計
画
が
華
族
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
お
り
、
金
祿
公
債
証
書
を
基
礎
に
し
て
発
行
す
る
銀
行
券
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帥

う
ち
一
千
五
百
万
円
を
外
国
債
償
却
の
た
め
政
府
に
貸
上
げ
る
こ
と
を
企
図
し
、
さ
ら
に
明
治
十
年
三
月
に
は
こ
の
一
千
五
百
万
円

は
西
南
戦
役
の
軍
事
費
と
し
て
政
府
に
貸
上
げ
る
べ
き
こ
と
が
立
案
さ
れ
た
こ
と
に
示
唆
さ
れ
て
、
川
口
父
子
に
よ
る
地
券
銀
行
の

計
画
が
生
ま
れ
た
も
の
と
推
察
す
る
こ
と
が
妥
当
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
こ
の
よ
う
に
他
の
地
券
銀
行
計
画
に
比
較
し
て
著
し
く
粗
率
な
計
画
が
認
可
さ
れ
る
に
至
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
数
件
の
地
券
銀
行
計
画
が
す
べ
て
否
認
さ
れ
た
理
由
は
、
明
治
九
・
十
年
の
時
期
に
お
け
る
政
府
の
金
融
政
策
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が
国
立
銀
行
制
度
の
発
展
拡
充
に
重
点
が
お
か
れ
て
い
た
こ
と
に
あ
る
。
そ
れ
は
財
政
整
理
の
た
め
に
、
ま
た
社
会
組
織
の
近
代
化

の
た
め
に
断
行
さ
れ
た
家
祿
廃
止
の
結
果
発
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
、
一
億
七
千
万
円
を
超
え
る
金
緑
公
債
の
銀
行
資
本
化
に
よ

る
士
族
授
産
の
推
進
が
最
も
緊
要
な
政
策
目
標
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
発
券
銀
行

と
し
て
は
国
立
銀
行
の
み
が
考
慮
の
対
象
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
地
券
銀
行
の
よ
う
な
土
地
資
産
の
流
動
化
を
は
か
る
企
画

は
す
べ
て
否
認
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
情
勢
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
む
し
ろ
政
府
は
地
券
銀
行
の
態
様
は
銀
行
の
本
質

か
ら
逸
脱
す
る
も
の
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
点
は
、
「
明
治
財
政
史
」
が
地
券
銀
行
設
立
計
画
の
続
生
に
対
し
て
、

　
「
一
般
人
民
ヲ
シ
テ
銀
行
ノ
性
質
ヲ
会
得
セ
シ
ム
ル
ト
共
二
之
カ
創
立
ノ
流
行
ヲ
防
止
セ
ン
カ
為
メ
、
大
蔵
省
雇
英
国
人
「
ア
レ

　
キ
サ
ン
ド
ル
・
ア
ル
レ
ン
・
シ
ャ
ン
ド
」
ニ
命
シ
テ
銀
行
大
意
ヲ
編
纂
シ
、
明
治
十
年
六
月
之
ヲ
各
地
方
二
下
付
シ
、
又
同
年
十

　
二
月
ョ
リ
十
一
年
六
月
迄
大
蔵
省
銀
行
課
二
於
テ
銀
行
雑
誌
ヲ
発
刊
セ
リ
、
而
シ
テ
此
等
ノ
コ
ト
ハ
専
ラ
国
立
銀
行
ノ
タ
メ
ニ
計

　
画
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
」

と
述
べ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
ま
た
こ
の
記
述
は
当
時
の
金
融
政
策
の
目
標
が
国
立
銀
行
制
度
の
発
展
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帥

か
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
に
国
立
銀
行
制
度
の
推
進
に
着
想
の
端
緒
を
得
て
地
券
銀
行
の
設
立
計
画
が
発
表
さ
れ
る
に
至
っ
た

こ
と
は
、
明
治
初
期
に
お
け
る
経
済
近
代
化
の
過
程
が
」
般
に
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
政
府
の
指
導
助
成
の
み
に
よ
っ
て
遂
行
さ
れ

た
も
の
で
な
い
こ
と
を
実
証
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
封
建
的
経
済
社
会
よ
り
近
代
経
済
社
会
へ
の
離
脱
期
に
お
い
て
、
そ
の
変
革
を

促
進
す
る
要
素
と
し
て
民
間
企
業
意
欲
が
政
府
の
誘
導
政
策
と
並
行
し
て
強
い
影
響
力
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
も
知
ら
ね
ば
な

ら
な
い
の
で
あ
る
。
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三

　
以
上
述
べ
た
地
券
銀
行
設
立
の
諸
計
画
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
高
速
度
の
経
済
発
展
を
達
成
す
る
た
め
に
は
豊
富
な
通

貨
供
給
を
必
要
と
す
る
と
い
う
観
念
に
も
と
づ
い
て
、
固
定
的
永
続
的
な
国
民
財
産
で
あ
る
土
地
に
流
動
性
を
も
た
せ
よ
う
と
す
る

主
張
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
地
券
を
政
府
に
預
託
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
土
地
貨
幣
を
造
出
し
よ
う
と
す
る
計
画
で
あ
り
、

そ
の
土
地
貨
幣
の
流
通
に
よ
っ
て
産
業
の
興
隆
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
を
説
く
も
の
で
あ
る
。
自
由
銀
行
設
立
に
つ
い
て
の
「
建
言
」

に
お
い
て
、

　
　
「
世
ノ
文
明
ニ
進
ミ
事
ノ
開
広
ス
ル
所
以
ノ
モ
ノ
ハ
富
強
ナ
リ
、
其
富
強
ノ
基
ハ
乃
チ
教
道
ヲ
設
ケ
律
法
ヲ
立
テ
民
業
ヲ
盛
ニ
ス

　
ル
ニ
ア
リ
、
然
レ
ト
モ
之
ヲ
施
ス
ノ
術
ハ
貨
幣
ノ
運
転
ヲ
自
由
ニ
シ
人
民
の
融
通
ヲ
開
ク
ニ
ア
リ
」

と
説
い
て
お
り
、
ま
た
松
平
容
保
の
地
券
為
替
座
開
設
の
願
書
に
も
、
さ
き
に
あ
げ
た
よ
う
に
、

　
　
「
開
進
ノ
今
日
二
当
り
内
地
ノ
物
産
ヲ
繁
殖
シ
、
海
外
二
輸
出
ヲ
盛
大
ニ
シ
、
以
テ
国
家
ヲ
シ
テ
富
強
二
至
ラ
シ
ム
ル
本
源
ハ
、

　
乃
チ
貨
物
ノ
運
転
ヲ
自
由
ニ
シ
民
業
ノ
欠
乏
ヲ
補
且
盛
ニ
ス
ル
ニ
在
リ
、
故
近
来
国
立
銀
行
連
続
相
増
ツ
貨
財
ノ
流
融
ヲ
開
ケ

　
リ
、
然
レ
ト
モ
之
ヲ
国
札
通
用
ノ
昔
日
二
比
較
ス
ル
ト
キ
ハ
其
額
僅
二
二
十
分
ノ
一
ニ
至
ラ
ス
、
加
フ
ル
ニ
両
換
手
形
廃
止
以
来

　
融
通
ノ
路
益
々
塞
ル
ヲ
以
テ
、
産
物
輸
送
貢
米
銀
納
等
ノ
需
要
二
供
ス
ル
ニ
足
ラ
昂
」

と
あ
り
、
い
ず
れ
も
産
業
の
発
展
、
国
家
の
富
強
を
増
進
す
る
た
め
に
通
貨
供
給
量
の
拡
大
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
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里
村
寂
に
よ
る
・
。
自
由
銀
行
略
解
」
は
、
通
貨
の
不
足
が
産
業
沈
滞
の
原
因
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
通
貨
供
給
を
拡
充
す
る
た
め

に
自
由
銀
行
・
助
成
銀
行
の
制
度
が
創
立
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
「
近
頃
金
銀
不
融
通
ョ
リ
人
々
活
計
ノ
道
ヲ
失
フ
ニ
至
ル
ハ
、
全
ク
諸
国
ノ
問
屋
且
藩
札
及
ヒ
両
替
銀
手
形
等
断
然
廃
止
ノ
ユ
ヘ

　
ナ
ラ
ン
、
夫
従
前
ハ
ロ
本
全
国
ノ
通
用
金
人
ロ
ュ
配
当
ヲ
ナ
シ
見
ル
ト
キ
ハ
壱
人
ゴ
ト
ニ
金
拾
四
円
余
ノ
配
当
ナ
リ
シ
ト
聞
ク
、

　
今
ヤ
壱
人
二
行
金
四
円
余
ノ
配
当
ト
看
做
ス
ト
キ
ハ
自
然
産
物
ヲ
起
シ
商
業
ヲ
盛
ニ
ス
ル
ノ
道
ナ
シ
、
然
ル
ニ
全
国
ノ
通
用
紙
幣

　
凡
ソ
壱
億
五
千
万
円
余
ト
見
積
、
其
内
五
千
万
円
ヲ
年
″
ノ
租
税
上
納
ト
見
ル
ト
ハ
何
ヲ
以
テ
カ
人
民
ノ
疲
弊
ヲ
救
フ
ヘ
キ
ノ
工

　
夫
ア
ラ
ン
、
之
二
加
フ
ル
ニ
現
今
石
代
銀
納
ノ
為
メ
農
民
ノ
困
難
コ
ノ
不
融
通
ノ
際
尤
モ
甚
シ
キ
、
今
ヤ
日
本
全
国
ノ
人
民
金
銀

　
融
通
ノ
道
ヲ
開
キ
人
民
究
々
ノ
困
難
ヲ
救
ヒ
産
物
ヲ
盛
大
ニ
ス
ル
ノ
方
法
ヲ
創
立
ス
ル
モ
ノ
ナ
玉
・

　
こ
の
よ
う
に
通
貨
不
足
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
土
地
所
有
権
を
表
示
す
る
地
券
を
流
通
信
用
に
転
化
す
る
≫
)
と
を
目
的
と

す
る
地
券
銀
行
が
、
金
緑
公
債
所
有
者
の
利
益
を
擁
護
す
る
こ
と
を
目
指
す
第
二
期
国
立
銀
行
制
度
の
出
現
と
時
期
を
同
じ
く
し
て

企
画
さ
れ
て
い
る
の
は
、
英
国
に
お
い
て
貨
幣
所
有
者
の
利
益
を
代
表
す
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
に
対
立
す
る
機
構
と
し
て
、
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
銀
行
設
立
の
前
後
に
土
地
所
有
者
の
利
益
を
代
表
す
る
土
地
銀
行
の
計
画
が
強
く
提
唱
さ
れ
た
の
悩
き
わ
め
て
類
似
し

た
社
会
的
経
済
的
事
情
を
、
そ
の
背
景
に
も
っ
て
い
る
よ
う
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
英
国
に
お
い
て
は
貨
幣
所

有
権
者
に
対
抗
す
る
立
場
に
お
い
て
土
地
所
有
者
の
利
益
が
主
張
さ
れ
て
い
る
が
、
わ
が
国
の
地
券
銀
行
論
に
は
金
祿
公
債
所
有
者

の
利
益
に
対
抗
す
る
意
識
が
表
明
さ
れ
て
い
る
も
の
は
な
く
、
む
し
ろ
金
緑
公
債
所
有
者
の
利
益
に
準
拠
し
て
、
地
券
所
有
権
に
つ

い
て
も
同
様
の
利
益
を
均
霖
せ
し
め
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
見
出
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
さ
ら
に
英
国
に
お
い
て
土
地
銀
行
計
画

が
、
土
地
資
産
を
基
礎
と
す
る
銀
行
券
発
行
の
権
利
を
得
る
条
件
と
し
て
、
政
府
の
財
政
困
難
を
打
開
す
る
た
め
に
政
府
へ
貸
Ｌ
Ｌ
げ
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る
べ
き
資
金
を
調
達
す
る
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
わ
が
国
の
地
券
銀
行
は
政
府
に
対
す
る
資
金
の
貸
上
げ
を
目
的
と
す

る
も
の
で
は
な
く
、
土
地
資
産
に
流
動
性
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
産
資
金
の
供
給
量
を
増
大
せ
し
め
よ
う
と
す
る
希
望
を
抱
懐

し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
自
由
銀
行
設
立
の
建
言
は
、

　
　
「
民
ヲ
富
ス
ノ
道
ハ
貨
幣
ノ
運
動
ヲ
開
ク
ニ
ア
リ
、
之
ヲ
開
ク
ニ
ハ
其
根
ナ
ク
シ
テ
開
ク
コ
ト
ヲ
得
ス
、
其
源
ハ
乃
チ
方
今
人
民

　
ヲ
シ
テ
所
有
ナ
サ
シ
ム
ル
ノ
地
価
証
券
ニ
ア
ル
ナ
リ
Ｌ

と
、
地
券
が
通
貨
造
出
の
根
源
と
な
り
得
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
が
、
、
他
の
地
券
銀
行
設
立
意
見
に
は
こ
の
程
度
の
主
張
す
ら
表

示
さ
れ
て
い
な
い
。
英
国
に
お
け
る
土
地
銀
行
論
者
ヒ
ュ
・
‐
‐
・
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
土
地
信
用
に
関
す
る
主
張
に
つ
い
て
、

　
　
「
取
引
の
最
良
の
基
礎
は
信
用
で
あ
り
、
信
用
の
最
良
の
基
礎
は
土
地
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
取
引
の
最
良
の
基
礎
は
土
地
信

　
用
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
よ
う
な
信
用
は
全
く
貨
幣
と
同
じ
よ
う
に
優
良
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
土
地
信
用
は
貨
幣
の
特

　
質
、
す
な
わ
ち
実
質
価
値
（
そ
れ
が
表
象
す
る
土
地
の
た
め
に
）
簡
便
性
、
耐
久
性
、
可
搬
性
お
よ
び
そ
の
価
値
を
額
面
に
表
示

　
す
る
証
券
等
の
す
べ
て
を
１
あ
る
も
の
は
非
常
に
高
度
に
｜
保
有
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
Ｌ

と
ホ
ー
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
が
要
略
し
て
お
り
、
ま
た
、
ジ
ョ
ン
・
ブ
リ
ス
コ
ー
の
土
地
貨
幣
論
に
つ
い
て
も
、

　
「
一
、
何
人
も
実
質
価
値
を
保
有
し
な
い
手
形
を
受
取
る
よ
う
強
制
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
じ
た
が
っ
て
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀

　
行
券
は
法
貨
で
あ
る
べ
き
で
は
な
い
。

　
二
、
し
か
し
提
案
さ
れ
て
い
る
土
地
銀
行
の
手
形
は
、
そ
れ
が
発
行
さ
れ
る
基
礎
と
な
っ
た
土
地
と
（
も
し
国
王
に
貸
上
げ
ら
れ

　
れ
ば
）
そ
の
手
形
に
対
す
る
利
子
を
支
払
う
た
め
に
充
当
さ
れ
て
い
る
歳
入
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
実
質
価
値
を
保
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有
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
三
、
と
も
か
く
、
鋳
貨
は
法
貨
で
あ
る
。
し
か
し
何
人
も
そ
れ
ら
の
実
質
価
値
が
、
依
然
と
し
て
そ
の
額
面
価
格
と
等
価
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｍ

　
と
は
い
わ
な
い
で
あ
ろ
う
Ｌ

と
摘
載
し
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
に
土
地
が
流
通
信
用
の
最
良
か
つ
最
も
実
質
的
な
基
礎
と
あ
る
と
い
う
よ
う
な
土
地
貨
幣
の
本
質

に
関
す
る
貨
幣
観
念
は
、
わ
が
国
の
地
券
銀
行
論
者
に
は
見
ら
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
地
券
銀
行
に
よ
る
銀
行
券
発
行
の
根
拠
と
な

る
土
地
が
、
金
祿
公
債
よ
り
も
す
ぐ
れ
た
経
済
的
技
術
的
条
件
を
保
有
し
て
い
る
こ
と
を
主
張
す
る
積
極
的
意
見
は
見
ら
れ
な
い
の

で
あ
る
。
た
だ
地
券
も
ま
た
金
祿
公
備
と
同
じ
く
政
府
よ
り
交
付
さ
れ
た
証
券
で
あ
り
、
国
立
銀
行
に
お
け
る
金
祿
公
備
と
同
じ
よ

う
に
、
地
券
が
銀
行
資
本
を
構
成
し
、
銀
行
券
発
行
の
基
礎
と
し
て
活
用
し
得
る
も
の
と
考
え
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

　
し
た
が
っ
て
、
ま
た
英
国
に
お
い
て
土
地
御
行
論
者
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
に
対
抗
す
る
意
識
を
も
ち
、

　
　
「
嫉
妬
、
軽
蔑
、
自
尊
、
宗
数
的
偏
執
等
を
強
烈
な
要
素
と
す
る
怨
恨
を
も
っ
て
土
地
所
有
者
は
貨
幣
所
有
者
を
嫌
悪
し
て
い

　
　
？

と
、
ロ
ジ
ャ
ー
ス
が
述
べ
て
い
る
よ
う
な
、
土
地
銀
行
支
持
者
の
貨
幣
資
本
所
有
者
に
対
す
る
敵
対
観
念
も
、
わ
が
国
の
地
券
銀
行

論
者
の
主
張
の
中
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
金
祿
公
備
所
有
者
で
あ
る
華
士
族
に
対
す
る
、
地
券
所
有
者

で
あ
る
地
主
あ
る
い
は
商
人
資
本
家
の
意
識
は
、
英
国
に
お
け
る
貨
幣
資
本
家
に
対
し
て
土
地
所
有
者
で
あ
る
貴
族
地
主
階
級
が
彼

等
の
「
富
殖
を
妬
み
、
そ
の
職
業
を
蔑
視
し
あ
る
い
は
そ
の
信
条
を
嫌
悪
す
る
」
と
い
う
よ
う
な
階
級
的
反
感
と
は
異
る
も
の
で
あ

り
、
そ
の
階
級
的
関
係
は
全
く
逆
の
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
解
明
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
わ
が
国
に
お
い
て
は
明
治
九
年
八
月
の
金
祿
公
備
証
書
発
行
条
例
の
結
果
、
封
建
社
会
の
支
配
階
級
で
あ
っ
た
華
士
族
が
就
業
の

　
　
　
　
明
治
初
期
に
お
け
る
土
地
銀
行
計
画
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方
途
を
緊
急
に
附
与
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
立
場
に
お
か
れ
て
お
り
、
土
地
所
有
権
者
か
ら
嫉
視
さ
れ
る
立
場
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。
地
券
銀
行
論
者
は
む
し
ろ
金
祿
公
債
を
資
本
金
と
す
る
発
券
銀
行
の
構
想
に
示
唆
さ
れ
て
、
地
券
を
基
礎
と
す
る

流
通
信
用
造
出
の
機
関
を
企
画
し
た
も
の
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
彼
等
の
建
言
の
中
に
地
券
が
流
通
信
用
の
基

礎
と
し
て
、
金
銀
貨
幣
よ
り
も
、
ま
し
て
金
祿
公
債
よ
り
も
す
ぐ
れ
て
い
る
点
を
あ
げ
る
よ
う
な
積
極
的
な
土
地
貨
幣
論
の
主
張
が

見
ら
れ
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。

　
明
治
政
府
は
維
新
の
際
に
太
政
官
札
の
発
行
に
よ
っ
て
生
産
資
金
供
給
政
策
を
実
施
し
た
が
、
明
治
四
年
金
本
位
制
度
を
制
定
、

明
治
五
年
国
立
銀
行
制
度
を
樹
立
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
兌
換
券
を
発
行
し
て
通
貨
価
値
の
安
定
に
政
策
目
標
を
転
向
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
こ
の
兌
換
券
発
行
の
困
難
で
あ
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
、
明
治
光
年
に
は
、
国
立
銀
行
条
例
の
改
正
に
よ
っ
て
金
祿
公
債
の

流
動
化
を
は
か
り
、
正
貨
兌
換
の
義
務
を
解
除
し
て
、
再
び
政
府
の
通
貨
政
策
は
通
貨
供
給
の
拡
大
に
重
点
を
お
く
こ
と
に
な
っ
た

の
で
あ
っ
た
。
わ
が
国
の
地
券
銀
行
計
画
は
こ
の
国
立
銀
行
条
例
の
改
正
に
便
乗
し
て
地
券
の
流
動
化
を
は
か
り
、
経
済
近
代
化
の

た
め
に
豊
富
な
資
金
供
給
を
推
進
し
よ
う
と
す
る
自
然
経
済
よ
り
貨
幣
経
済
へ
の
移
行
準
備
期
の
通
貨
政
策
の
動
向
に
順
応
し
て
、

自
然
経
済
の
基
本
的
資
産
で
あ
る
土
地
を
資
本
と
す
る
発
券
銀
行
の
設
立
企
画
を
提
示
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
こ

に
経
済
社
会
近
代
化
の
志
向
と
前
期
社
会
的
観
念
と
の
交
錯
と
い
う
、
経
済
発
展
の
過
渡
期
に
お
け
る
必
然
的
過
程
が
現
わ
れ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
わ
が
国
の
土
地
銀
行
計
画
の
中
、
最
も
精
細
に
そ
の
機
構
を
説
明
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
自
由
銀
行
設
立
建
議
で
す
ら
、
大
蔵
省

よ
り
史
官
へ
の
廻
附
案
に
。

　
「
一
応
取
調
侯
処
素
ヨ
リ
不
都
合
之
者
二
有
之
、
到
底
採
用
可
相
成
義
ニ
ハ
有
之
間
敷
侯
」
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と
強
い
否
定
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
れ
が
国
に
お
け
る
土
地
銀
行
設
立
の
論
拠
と
し
て
土
地
貨
幣
に
関
す
る
貨
幣
本

質
論
が
十
分
に
主
張
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
、
金
祿
公
備
を
基
本
と
す
る
国
立
銀
行
制
度
に
対
し
て
地
券
銀
行
が
優
越
す
る
も

の
で
あ
る
と
い
う
説
得
力
を
も
ち
得
な
か
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
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